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【活動報告】Izumi Dining
●概要
　「Izumi Dining」として、泉地域の5大学（聖和学園短期大学、白百合女子大学、東北学院大学、東北生活文化大学・短期大学部、宮城大学）が連携し、飲食3ブースと復興支援物販ブース1ブースを出店します。「Izumi Dining」に付随して、プチマルシェとして、地元産の食材、加工品、パンやお菓子などの食品をはじめとし、雑貨、手作り品などおよそ30ブースにおいて出店、販売を行います。
●背景
　泉区において、学生が連携し、まちづくり・地域づくりを実践していく場としてのプラットフォームである「泉まちづくり同盟」。今後の大学連携を考えていくためにも、まずは何か一緒にすることが大事だと感じています。そこで、泉まちづくり同盟のキックオフイベントという位置づけで、「Izumi Dining」を開催することにしました。
　イベントを開催することは決めたものの、どこでやるかいつやるかなどの詳細が決まらない状況でした。そのような中、2011年10月から泉中央広場（泉中央駅ペデストリアンデッキ）で月に１度行われていた「セルバと穂野かのプチマルシェ」の運営事務局の協力を得て、イベントの具体的な内容を決めていきました。
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●目的
・泉まちづくり同盟の周知
・泉区内の学生の交流とまちづくりへの参加促進
・泉中央ペデストリアンデッキの活性化
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●イベント開催に向けて
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　まず、泉まちづくり同盟の構想を考えた宮城大学事業構想学部風見研究室のメンバーによって、イベントの大枠を決めるワーキングを行いました。ここでフード系のイベントということは決定して、その後は
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他大学の学生の方々に趣旨説明に回り、協力を仰ぎました。また、泉区役所やセルバの方々に企画書を見せつつ、企画の詳細を詰めていきました。
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イベントの開催が2月の下旬ということで寒いことが想定されるので、スープなどの温かいものを提供することに決定しました。そして、実際に出店するレシピを考案し、試作を行いました。
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